
要
旨
三
巻
本
「
枕
草
子
」
に
し
か
見
え
な
い
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
」
の
段
は
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
の
内
容
を
改
め
て
考
え
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
九
月
二
十
日
」
は
い
っ

た
い
い
つ
の
年
な
の
か
。
仮
名
文
学
に
お
い
て
「
窓
」
の
用
例
は
す
ぐ
な
い
が
、
こ
こ
で
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」
の
「
窓
」
は
ど
う
い
う
意
味
で

現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
段
末
に
は
「
人
歌
よ
む
か
し
」
に
お
い
て
「
人
」
は
ど
の
よ
う
な
人
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
さ
ら
に
ど
の

よ
う
な
「
歌
」
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。

『
枕
草
子
」
に
見
え
る
「
和
」
と
「
漢
」

ｌ
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
」
章
段
を
中
心
に
Ｉ

張
培
華

－179－





『枕草子」に見える「和」と「漢」

本
殿
は
三
巻
本
に
し
か
見
え
な
い
。
加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』
、
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
、
岡
西
惟
中
『
枕
草
紙
妾

註
』
な
ど
で
扱
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
先
行
の
研
究
で
も
あ
ま
り
深
く
は
考
察
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
九
月
二
十
日
に
初
瀬
（
長
谷
寺
）
へ
参
り
、
疲
れ
て
い
た
夜
中
、
皎
々
と
照
る
月
に
感
興
を
催
し
た
こ
と
を
記
す
、
こ

の
記
載
を
改
め
て
考
え
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
傍
線
を
付
し
た
と
こ
ろ
、
①

「
九
月
二
十
日
」
は
い
っ
た
い
い
つ
の
年
な
の
か
。
②
仮
名
文
学
に
お
い
て
「
窓
」
の
用
例
は
少
な
い
が
、
こ
こ
で
「
月
の
窓
よ
り
洩

り
」
と
「
窓
」
が
現
れ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
③
「
人
歌
よ
む
か
し
」
に
お
い
て
「
人
」
は
ど
の
よ

う
な
人
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。

『
枕
草
子
」
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
」

り
ぬ
。

九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど

夜
ふ
け
て
、
印
刷
剃
剰
利
削
倒
馴
た
り
し
に
、

み
じ
う
あ
は
れ
と
お
ぼ
え
し
か
。
さ
や
う
な
っ

は
じ
め
に

の
ほ
ど
」
の
段
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

初
獺
に
詣
で
て
、
い
と
は
か
な
き
家
に
と
ま
り
た
り
し
に
、
い
と
く
る
し
く
て
、
た
だ
寝
に
寝
入

さ
や
う
な
る
を
り
ぞ
、
人
歌
よ
む
か
し
。

（
二
一
二
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
」
（
本
文
は
新
全
集
に
拠
る
以
下
同
）
三
五
○
頁
）

人
の
臥
し
た
り
し
ど
も
が
衣
の
上
に
、
白
う
て
う
つ
り
な
ど
し
た
り
し
こ
そ
、
い
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「
枕
草
子
」
本
文
は
そ
の
内
容
か
ら
三
種
の
章
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
類
聚
章
段
、
随
想
章
段
、
日
記
章
段
で
あ
る
が
、

厳
密
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
三
種
の
区
分
法
で
は
分
別
し
難
い
段
は
多
い
。
例
え
ば
、
本
殿
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
」
も
、
そ

の
典
型
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
記
述
の
流
れ
を
つ
か
む
た
め
に
も
、
本
殿
の
前
後
の
並
び
方
を
表
に
し
て
み
よ
う
。

一
「
九
月
二
十
日
」
は
い
つ
の
「
年
」
な
の
か
》

－182－

一
二
六
月
の
い
と
明
か
き
に

二
一
五
よ
く
た
き
し
め
た
薫
物
の

二
一
四
五
月
の
菖
蒲
の
、

二
一
三
清
水
な
ど
に
ま
ゐ
り
て
、

二
一
二
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
、

初
瀬
に
詣
で
て

一
二
一
八
月
つ
ど
も
り
、

太
秦
に
詣
づ
と
て

二
一
○
賀
茂
へ
詣
る
道
に

三
巻
本

二
○
八

二
○
七

二
○
六

な
し

な
し

二
四
九

二
四
八

能
因
本

一

一
一
ハ

○

二
九
八

二
九
七

な
し

な
し

な
し
な
し
前
田
本

一
九
七

一
九
九

一
九
八

な
し

な
し

な
し
な
し
堺
本



｢枕草子」に見える「和」と「漢」

（
廿
日
、
壬
午
。
今
暁
左
府
被
参
長
谷
寺
に
参
ら
る
と
云
々
。
一
上
の
布
衣
に
て
城
の
外
な
る
例
、
そ
も
そ
も
前
古
を
訪
ふ
も
聞
か

（
４
）

ざ
る
所
な
り
。
事
々
軽
忽
に
し
て
、
未
だ
比
ぶ
る
所
を
知
ら
ず
。
）

二
十
日
の
暁
方
、
左
大
臣
藤
原
道
長
が
、
長
谷
寺
に
参
詣
し
た
。
「
一
上
（
い
ち
の
か
み
）
の
人
」
が
「
布
衣
」
た
る
軽
々
し
い
服

装
で
平
安
京
を
出
た
こ
と
を
、
前
代
未
聞
の
軽
率
な
ふ
る
ま
い
と
非
難
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
と
「
枕
草
子
」
本
段
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
清
少
納
言
は
道
長
と
同
日
に
京
を
出
発
し
た

（
１
）

右
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
章
段
は
、
四
系
統
『
枕
草
子
」
本
文
の
中
の
、
能
因
本
、
前
田
本
、
堺
本
い
ず
れ
に
も
見
え
な
い
。
三

巻
本
に
あ
る
本
殿
の
前
後
の
並
び
方
を
見
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
当
時
の
人
気
の
あ
っ
た
寺
を
参
詣
し
た
記
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
賀

茂
へ
行
く
途
中
で
見
た
田
植
え
の
風
景
、
太
秦
（
広
隆
寺
）
の
途
中
で
稲
を
刈
る
風
情
、
初
瀬
（
長
谷
）
寺
で
粗
末
な
家
に
宿
泊
し
た

体
験
、
清
水
寺
の
途
中
で
柴
を
焚
く
印
象
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
賀
茂
、
太
秦
、
初
瀬
、
清
水
な
ど
の
名
刹
を
主
題
に

扱
う
視
点
に
着
目
す
れ
ば
、
本
殿
は
「
類
聚
章
段
」
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
特
定
の
寺
に
参
詣
し
た
自
分
の
体
験
を
記
載

し
て
い
る
と
い
う
点
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
本
殿
は
「
日
記
章
段
」
と
言
え
な
く
も
な
い
。

で
は
、
文
頭
の
「
九
月
二
十
日
」
は
ど
う
い
う
意
図
で
記
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
「
枕
草
子
」
の
古
注
を
含
む

（
ワ
］
）

諸
註
で
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
い
つ
の
こ
と
か
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
少
数
の
研
究
者
に
は
考
察
が
試
み
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、

（
３
）

そ
の
年
次
が
は
っ
き
り
と
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
小
右
記
』
を
検
す
る
と
、
長
徳
三
（
九
九
七
）
年
、
藤
原
道
長
が
九
月
二
十
日
に
、
「
長
谷
寺
」
へ
参
詣
し
た
記
事
が

あ
る
。
こ
の
年
次
を
候
補
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
確
認
の
た
め
、
そ
の
記
事
を
示
す
。

（
抑
力
）

廿
日
壬
午
今
暁
左
府
被
参
長
谷
寺
云
々
、
一
上
布
衣
城
外
例
、
仰
訪
前
古
所
不
聞
也
、
事
々
軽

忽
、
未
知
所
比
、
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更
級
日
記
に
よ
る
に
二
泊
の
旅
が
普
通
の
よ
う
で
、
早
朝
京
を
発
ち
、
贄
野
の
池
の
辺
の
下
衆
の
小
家
に
一
泊
、
山
の
辺
の
寺
に

一
泊
、
夜
、
寺
に
着
い
て
い
る
。

（
石
田
穰
二
「
新
版
枕
草
子
』
下
巻
角
川
書
店
二
○
○
六
・
九
四
頁
）

す
な
わ
ち
、
清
女
が
「
九
月
二
十
日
」
に
京
か
ら
出
発
し
た
と
す
れ
ば
、
『
小
右
記
』
に
載
っ
た
記
事
は
年
次
さ
え
合
え
ば
、
道
長

と
同
道
の
記
事
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
時
期
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
頃
、
女
房
で
あ
る
清
女
と
中
宮
定
子
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
確
認
し
て

で
は
、

み
た
い
。

京
か
ら
初
瀬
の
、
寺

よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

京
か
ら
初
瀬
の
、
本
殿
に
記
す
「
い
と
は
か
な
き
家
」
に
到
着
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
に
つ
い
て
は
、
石
田
穣
二
氏
に
、
次
の

ま
ず
、
先
の
道
長
の
長
谷
寺
詣
の
記
事
の
前
後
、
定
子
の
動
向
に
つ
い
て
、
岸
上
慎
二
氏
の
整
理
さ
れ
た
所
に
従
っ
て
示
し
て
お
く
。

長
徳
元
年
正
月
十
九
日

原
子
、
東
宮
（
の
ち
三
条
院
）
に
入
内

四
月
十
日

道
隆
莞
（
四
十
三
歳
）

長
徳
二
年
二
月
二
十
五
日
定
子
、
梅
壺
よ
り
職
へ

三
月
四
日

定
子
、
職
よ
り
二
条
北
宮
へ

四
月
二
十
四
日
伊
周
・
隆
家
配
流
の
宣
命

五
月
一
日

定
子
、
落
飾

六
月
八
日

定
子
の
里
第
二
条
宮
焼
亡
、
高
階
明
順
邸
へ
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｢枕草子」に見える「和」と「漢」

七
月
二
十
日

公
季
女
、
義
子
入
内

十
一
月
十
四
日
顕
光
女
、
元
子
入
内

十
二
月
十
六
日
脩
子
誕
生
（
今
上
第
一
皇
女
、
母
定
子
）

長
徳
三
年
六
月
二
十
二
日
定
子
、
職
へ
遷
る

長
徳
四
年
二
月
十
一
日

道
兼
女
、
尊
子
入
内

（
岸
上
慎
二
『
枕
草
子
研
究
（
続
こ
笠
間
書
院
一
九
八
三
・
一
○
七
～
一
○
八
頁
）

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
定
子
の
父
道
隆
が
莞
去
し
た
後
か
ら
、
定
子
の
置
か
れ
た
状
況
は
急
速
に
暗
転
す
る
。
例
え
ば
、
長
徳
二
年

（
九
九
六
）
二
月
二
十
五
日
か
ら
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
六
月
二
十
二
日
ま
で
の
一
年
四
か
月
の
間
に
、
四
回
遷
御
し
て
い
る
。
そ
の

間
の
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
六
月
八
日
、
里
第
の
二
条
宮
が
火
事
に
遭
っ
て
、
定
子
は
暫
く
御
伯
父
高
階
明
順
の
邸
に
身
を
寄
せ
、
後

に
小
二
条
殿
に
移
っ
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
期
間
、
清
女
は
定
子
と
離
れ
て
自
分
の
里
に
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
枕
草
子
」

の
中
で
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
、
さ
わ
が
し
う
な
り
て
、
宮
も
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
は
ず
、
小
二
条
殿
と
い
ふ
所

に
お
は
し
ま
す
に
、
何
と
も
な
く
う
た
て
あ
り
し
か
ば
、
久
し
う
里
に
ゐ
た
り
。

（
一
三
七
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
」
二
五
九
～
二
六
○
頁
）

こ
れ
は
、
森
本
元
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
清
女
の
「
中
宮
の
逆
境
に
は
じ
め
て
触
れ
た
記
事
で
あ
り
、
自
分
も
欝
々
と
た
の

（
５
）

し
ま
い
こ
と
が
あ
っ
て
久
し
く
里
居
を
し
た
由
を
述
べ
て
い
る
」
も
の
と
い
え
よ
う
。
周
り
の
同
僚
女
房
達
は
清
女
が
左
大
臣
道
長
の

人
間
だ
と
い
う
噂
を
し
て
お
り
、
清
女
は
鯵
々
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
圷
美
奈
子
氏
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

清
女
が
こ
の
秋
定
子
後
宮
を
去
っ
た
直
接
の
原
因
に
は
、
道
長
方
と
の
件
が
係
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
七
月
二
十
日
、
つ
い
に
左
大
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《

臣
と
な
っ
た
道
長
で
あ
っ
た
が
、
同
僚
女
房
の
言
葉
に
「
左
ノ
大
殿
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
女
の
退
出
は
そ
の
後
、
お
そ
ら

く
直
後
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
圷
美
奈
子
『
新
し
い
枕
草
子
論
」
新
典
社
二
○
○
四
・
四
六
頁
）

圷
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
七
月
二
十
日
に
道
長
は
左
大
臣
に
な
っ
た
。
直
後
の
時
期
、
女
房
達
の
「
左
大

臣
側
の
者
」
と
い
う
噂
を
避
け
、
清
女
は
退
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
萩
谷
朴
氏
は
「
清
少
納
一
言
の
居
所
を
本
人
か
ら

知
ら
さ
れ
て
い
た
の
が
、
前
夫
則
光
は
別
と
し
て
、
源
経
房
・
済
政
等
、
道
長
方
の
人
間
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
語
る
に
落
ち
た
清
少

納
言
の
道
長
方
へ
の
心
寄
せ
が
露
顕
し
て
い
る
（
第
七
九
・
一
三
六
段
）
と
い
え
よ
う
。
」
（
新
潮
社
『
枕
草
子
」
上
「
解
説
」
三
七
二

頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
枕
草
子
」
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
定
子
の
職
に
遷
御
さ
れ
た
後
、
清
女
の
再
出
仕
の
時
期
は
、
長
徳

四
年
（
九
九
八
）
で
あ
る
（
二
五
六
・
二
五
七
段
）
。
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
清
女
は
長
く
自
分
の
里
に
居
た
時
期
、
左
大
臣
道
長
に

誘
わ
れ
て
長
谷
寺
へ
参
詣
し
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
節
で
「
九
月
二
十
日
」
は
い
つ
の
年
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
。
た
だ
し
、
「
九
月
二
十
日
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の

年
次
が
、
い
つ
の
こ
と
か
と
詮
索
す
る
こ
と
と
は
別
に
、
「
九
月
二
十
日
」
が
歳
時
の
風
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
記
事
が
、
「
枕
草
子
」
以

外
に
見
え
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
枕
草
子
」
成
立
後
の
『
和
泉
式
部
日
記
』
十
六
段
の
「
有
明
の
月
の
手
習
文
」
に
も
、
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
」
の
記
事

が
見
え
る
。

二
「
人
歌
よ
む
か
し
」
の
「
人
」
や
「
歌
」
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九
百
型
〒
十
日
瓶
剴
割
り
ば
か
り
の
有
明
の
月
に
、
御
目
さ
ま
し
て
、
「
い
み
じ
う
久
し
う
も
な
り
に
け
る
か
な
。
あ
は
れ
、
こ
の
月

は
見
る
ら
ん
か
し
。
人
や
あ
る
ら
ん
」
と
お
ぼ
せ
ど
、
例
の
、
童
ば
か
り
を
御
供
に
て
お
は
し
ま
し
て
、
門
を
た
た
か
せ
給
ふ
に
、

女
、
目
を
さ
ま
し
て
、
よ
る
づ
思
ひ
つ
づ
け
臥
し
た
る
ほ
ど
な
り
け
り
。

（
近
藤
み
ゆ
き
『
和
泉
式
部
日
記
』
角
川
書
店
二
○
○
三
・
四
二
頁
）

宮
が
有
明
の
月
を
眺
め
て
、
久
し
ぶ
り
逢
わ
な
か
っ
た
人
を
思
い
出
し
て
感
動
し
て
い
た
場
面
で
あ
る
。
『
枕
草
子
」
に
記
さ
れ
た

九
月
二
十
日
こ
と
は
、
『
和
泉
式
部
日
記
」
に
見
え
る
よ
う
に
「
有
明
の
月
」
の
時
季
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
様
場
面
は
『
徒
然
草
」
三

二
段
の
「
九
月
二
十
日
の
頃
」
に
も
み
え
る
。

い
の
は
、

で
あ
る
。 い

か
で
か
知
ら
ん
。
か
や
う
の
事
は
、
た
だ
朝
夕
の
心
づ
か
ひ
に
よ
る
べ
し
。
そ
の
人
、
ほ
ど
な
く
失
せ
に
け
り
と
聞
き
侍
り
し
。

（
木
藤
才
蔵
『
徒
然
草
』
新
潮
社
一
九
八
三
・
五
三
頁
）

九
月
二
十
日
の
頃
、
作
者
は
あ
る
貴
人
に
誘
わ
れ
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
有
明
の
月
を
眺
め
、
そ
の
風
情
を
記
し
て
い
る
。
前
掲
の

『
和
泉
式
部
日
記
」
に
見
ら
れ
る
場
面
と
同
じ
よ
う
に
、
「
九
月
二
十
日
」
は
「
有
明
の
月
」
の
時
季
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
注
意
し
た

、
の
は
、
『
徒
然
草
』
「
九
月
二
十
日
」
と
い
う
性
格
、
記
事
、
場
面
が
、
『
枕
草
子
」
の
本
殿
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

刻
印
鞘
判
別
割
引
別
、
あ
る
人
に
さ
そ
は
れ
た
て
ま
つ
り
て
、

て
、
案
内
せ
さ
せ
て
入
り
給
ひ
ぬ
。
荒
れ
た
る
庭
の
露
し
げ
き
に
、
わ
ざ
と
な
ら
ぬ
匂
ひ
、
し
め
や
か
に
う
ち
か
を
り
て
、
し
の

び
た
る
け
は
ひ
、
い
と
も
の
あ
は
れ
な
り
。

よ
き
ほ
ど
に
て
出
で
給
ひ
ぬ
れ
ど
、
な
ほ
事
ざ
ま
の
優
に
お
ぼ
え
て
、
物
の
か
く
れ
よ
り
し
ば
し
見
ゐ
た
る
に
、
謁
司
別
渕
剖
引
例

し
お
し
あ
け
て
、
月
日

る
け
し
き
な
り
。

や
が
て
か
け
こ
も
ら
ま
し
か
ば
、
口
を
し
か
ら
ま
し
。
あ
と
ま
で
見
る
人
あ
り
と
は
、

明
く
る
ま
で
月
見
あ
り
く
こ
と
侍
り
し
に
、

お
ぼ
し
い
づ
る
所
あ
り
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歌
詠
み
の
方
こ
そ
、
元
輔
が
女
に
て
、
さ
ば
か
り
な
り
け
る
ほ
ど
よ
り
は
、
す
ぐ
れ
ざ
り
け
る
と
か
や
と
お
ぼ
ゆ
る
。
『
後
拾
遺
」

な
ど
に
も
、
む
げ
に
少
く
入
り
て
侍
る
め
り
。
み
づ
か
ら
も
思
ひ
知
り
て
、
申
し
請
ひ
て
、
さ
や
う
の
こ
と
に
は
ま
じ
り
侍
ら
ざ

（
６
）

り
け
る
に
や
。
さ
ら
で
は
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
る
も
の
に
こ
そ
あ
め
れ
・

清
少
納
言
が
有
名
な
歌
人
、
元
輔
の
娘
に
し
て
は
、
『
後
拾
遺
集
」
に
収
録
さ
れ
た
和
歌
が
少
な
い
と
い
う
。
確
か
に
「
後
拾
遺
集
」

に
お
け
る
和
泉
式
部
と
赤
染
衛
門
の
入
集
数
六
十
八
首
、
三
十
二
首
に
比
べ
る
と
、
紫
式
部
の
入
集
数
三
首
、
清
女
の
歌
数
は
二
首
と

少
な
い
が
、
勅
撰
集
に
入
集
し
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
清
女
の
歌
の
評
価
は
、
そ
う
卑
下
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
で
は
、
本
殿
に
記
し
た
「
歌
」
は
清
女
本
人
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
森
本
茂
氏
は
、

秋
の
夜
の
有
明
の
月
の
入
る
ま
で
に
や
す
ら
ひ
か
ね
て
帰
り
に
し
か
な

（
前
書
『
和
泉
式
部
日
記
」
同
．
四
三
頁
）

有
明
の
月
を
眺
め
な
が
ら
宮
は
、
あ
の
人
が
月
を
入
る
前
に
来
る
の
か
な
と
い
う
心
緒
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
枕
草
子
』
本
段
に
書
か
れ
た
「
人
歌
よ
む
か
し
」
の
「
歌
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。

清
少
納
言
は
、
平
安
京
を
離
れ
て
遠
く
の
田
舎
に
宿
泊
し
、
「
い
と
く
る
し
く
て
」
、
深
夜
、
一
人
目
が
覚
め
、
窓
か
ら
洩
り
こ
む
月

光
が
皆
の
衣
の
上
に
映
さ
れ
た
情
景
に
感
動
し
た
。
こ
う
い
う
風
情
の
あ
る
時
に
、
「
人
歌
よ
む
か
し
」
と
清
女
は
記
し
た
。
清
女
が
念

頭
に
浮
か
べ
た
「
人
」
と
は
ど
う
い
う
人
だ
ろ
う
か
。
清
女
の
こ
の
場
で
の
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
清
女
の
歌
を
読
む
力
量
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
中
世
の
『
無
名
草
子
』
の
中
に
清
少
納
言
の
歌
詠
み
の
評
が
次
の
よ
う
に
残

『
和
泉
式
部
日
記
」
で
は
、
宮
は

次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
清
一

さ
れ
て
い
る
。

宮
は
有
明
の
月
に
感
動
さ
れ
、
思
い
人
も
同
じ
よ
う
な
月
を
み
て
感
動
す
る
の
で
は
な
い
か
と
自
ら
思
い
、
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見
ら
れ
る
。

（
森
本
茂
「
枕
草
子
鑑
賞
」
『
枕
草
子
講
座
」
３
有
精
堂
一
九
七
五
・
一
八
○
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
清
女
は
本
心
か
ら
こ
の
場
で
歌
を
詠
み
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
も
し
よ
う
。
し
か
し
、
何
を
さ
す
の
か
不
明
と

あ
る
よ
う
に
、
清
女
の
こ
の
場
で
の
歌
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
は
、
『
枕
草
子
』
の
諸
注
釈
に
も
次
の
よ
う
に

（
萩
谷
朴
「
枕
草
子
」
下
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
新
潮
社
二
○
○
五
・
一
二
四
頁
）

①
か
ら
③
ま
で
の
指
摘
は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
場
で
の
、
清
女
の
歌
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
相
応
し
い
「
歌
」
は
残
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
殿
の
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」
と
い
う
描
写
を
考
え
て
み
る
と
、

①
自
分
は
歌
が
で
き
な
い
が
と
い
ふ
気
持
が
あ
る
。

（
田
中
重
太
郎
「
枕
冊
子
」
日
本
古
典
全
書
・
朝
日
新
聞
社
一
九
六
八
・
三
二
五
頁
）

②
歌
の
場
を
語
っ
て
歌
を
記
し
て
い
な
い
。

（
松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
枕
草
子
」
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
小
学
館
二
○
○
二
・
三
五
○
頁
）

③
既
に
長
徳
四
年
五
月
頃
に
は
、
中
宮
か
ら
詠
歌
御
免
の
仰
せ
を
こ
う
む
っ
て
い
た
と
は
い
い
な
が
ら
（
第
九
十
四
段
）
、
ま
る
で

他
人
事
の
よ
う
に
評
論
し
て
、
清
少
納
言
自
身
、
こ
こ
で
和
歌
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
が
面
白
い
。
『
清
少
納
言
集
」
に
も
相
当

す
る
歌
は
な
い
。

こ
の
段
の
末
尾
の
「
さ
や
う
な
る
を
り
ぞ
、
人
歌
よ
む
か
し
」
の
文
は
、
「
私
み
ず
か
ら
は
歌
が
よ
め
な
い
の
だ
が
」
と
い
う
含

み
を
持
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
清
原
深
養
父
の
後
喬
、
元
輔
の
娘
で
あ
っ
た
清
少
納
言
が
、
こ
う
い
う
情
景
の
も
と
で
歌
が
よ

め
な
い
は
ず
は
な
い
と
、
い
ち
お
う
疑
っ
て
み
た
く
も
な
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
案
外
彼
女
の
本
心
か
ら
出
た
こ
と
ぱ
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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で
は
、
和
文
の
世
界
に
お
け
る
「
窓
」
の
使
わ
れ
方
は
、
実
際
の
所
ど
う
だ
ろ
う
。
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
『
万
葉
集
』
に
は
「
窓
」
が
二
例
。

①
［
二
六
八
七
］
窓
超
永
月
臨
照
而
足
檜
乃
下
風
吹
夜
者
公
乎
之
其
念

ま
ど
ご
し
に
つ
き
お
し
て
り
て
あ
し
ひ
き
の
あ
ら
し
ふ
く
よ
は
き
み
を
し
ぞ
お
も
ふ

②
［
二
七
四
○
］
牛
窓
之
浪
乃
塩
左
猪
嶋
響
所
依
之
君
示
不
相
鴨
将
有

う
し
ま
ど
の
な
み
の
し
ほ
さ
ゐ
し
ま
と
よ
み
よ
そ
り
し
き
み
は
あ
は
ず
か
も
あ
ら
む

（
『
新
編
国
歌
大
観
」
①
一
○
一
頁
②
一
○
二
頁
）

①
と
②
は
和
（
か
な
）
の
世
界
に
「
窓
」
の
用
例
で
あ
る
。
平
安
時
代
勅
撰
集
の
「
古
今
集
』
、
『
後
撰
集
』
、
『
拾
遺
集
』
及
び
私
撰

集
に
は
「
窓
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
「
万
葉
集
」
か
ら
平
安
ま
で
和
歌
に
は
窓
は
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

平
安
以
後
の
歌
の
世
界
に
お
け
る
「
窓
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
本
間
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

お
し
な
べ
て
窓
・
月
・
風
で
表
現
さ
れ
る
世
界
は
、
播
岳
の
亡
妻
を
悼
む
「
皎
々
窓
中
月
、
照
我
室
南
端
、
清
商
応
秋
至
」
（
悼

亡
詩
）
や
「
秋
風
入
窓
裏
、
羅
帳
起
瓢
腿
。
仰
頭
看
明
月
、
寄
情
千
里
光
ｏ
」
（
近
代
呉
歌
・
秋
歌
）
な
ど
の
漢
詩
（
玉
台
新
詠
集
）

世
界
の
表
現
に
由
来
す
る
か
と
思
わ
れ
、
背
後
に
孤
独
（
孤
閨
）
の
心
情
を
揺
曳
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
「
恋
し
く

こ
の
場
で
の
「
人
歌
よ
む
か
し
」
の
「
人
」
や
「
歌
」
は
、
必
ず
し
も
清
女
本
人
の
歌
を
指
す
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
歌
語
と

し
て
、
一
般
的
で
な
い
「
窓
」
と
い
う
文
字
が
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
仮
名
文
学
に
お
け
る
「
窓
」
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「
土
佐
日
記
」
、
「
蜻
蛉
日
記
」
、
「
紫
式
部
日
記
」
、
「
更
級
日
記
』
に
は
、
い
ず
れ
も
、
「
窓
」
が
見
え
な
い
。
「
和
泉
式
部
日
記
」
八

段
「
窓
打
つ
雨
」
の
「
窓
」
が
一
例
で
あ
る
。

五
月
五
日
に
な
り
ぬ
。
雨
な
ほ
や
ま
ず
。
ひ
と
日
の
御
返
り
の
、
つ
れ
よ
り
も
も
の
思
ひ
た
る
さ
ま
な
り
し
を
、
あ
は
れ
と
お
ぼ

し
出
で
て
、
い
た
う
降
り
明
か
し
た
る
つ
と
め
て
、
（
宮
）
「
今
宵
の
雨
の
音
は
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
り
つ
る
を
」
な
ど
の
た
ま

る
よ
う
で
あ
る
。

仮
名
日
記
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

は
夢
に
も
人
を
み
る
べ
き
を
窓
打
つ
雨
に
目
を
さ
ま
し
つ
つ
」
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
○
一
五
・
高
遠
）
は
、
上
陽
宮
に
幽
閉

さ
れ
た
宮
女
の
侘
し
く
も
や
る
せ
な
い
心
情
を
託
し
た
一
節
「
粛
々
暗
雨
打
窓
声
」
（
白
居
易
・
上
陽
白
髪
人
）
を
句
題
に
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
（
秋
夜
・
二
三
三
）
に
も
所
収
さ
れ
、
以
後
「
思
ひ
出
で
ぬ
こ
と
こ
そ
な
け

れ
つ
れ
づ
れ
と
窓
打
つ
雨
を
き
き
明
か
し
つ
つ
」
（
清
輔
集
・
三
五
九
）
、
「
秋
の
夜
の
し
づ
か
に
暗
き
窓
の
雨
打
ち
な
げ
か
れ
て

ひ
ま
し
ら
む
ら
ん
」
（
式
子
内
親
王
集
．
一
四
五
）
、
「
明
か
し
か
ね
窓
暗
き
夜
の
雨
の
音
に
寝
覚
め
の
心
い
く
し
ほ
れ
し
つ
」
（
玉

葉
集
・
雑
二
・
二
一
七
一
・
永
福
門
院
）
な
ど
、
こ
の
趣
向
に
倣
う
作
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
そ
の
浸
透
ぶ
り
が
窺
え
よ
う
。

（
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店
一
九
九
九
・
八
二
頁
）

本
間
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
歌
の
世
界
に
お
け
る
漢
字
で
書
か
れ
た
「
窓
」
（
宙
・
肉
・
臆
）
は
、
や
は
り
漢
の
世
界
と
深
く
繋
が

で
な
ん
」
と
聞
こ
え
さ
せ
た
れ
ば
、

（
近
藤
み
ゆ
き
『
和
泉
式
部
日
記
」
角
川
文
庫
二
○
○
三
・
二
二
～
二
三
頁
）

こ
の
「
窓
打
つ
雨
の
音
」
は
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上
「
秋
夜
」
に
見
え
る
「
白
氏
文
集
」
巻
三
「
上
陽
白
髪
人
」
の
句
を
ふ
ま
え
る
。

は
せ
た
れ
ば
、
（
女
）

「
応
ｒ
旦
乳
か
ら
か
伊
曝
〒
と
を
か
牌
笛
い
ひ
つ
る
空
将
型
ご
胴
の
喜
昌
創
聞
封
劃
引
引
か
げ
に
居
な
が
ら
、

な
ど
の
た
ま

あ
や
し
き
ま
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集
に
拠
る
。
）

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

物
語
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
竹
取
物
語
」
、
「
伊
勢
物
語
」
、
「
大
和
物
語
」
、
『
篁
物
語
」
に
は
「
窓
」
は
見
え
な
い
が
、

『
字
津
保
物
語
」
に
二
例
あ
る
。
（
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
拠
る
。
）

①
夏
は
蛍
を
涼
し
き
袋
に
多
く
入
れ
て
、
害
の
上
に
置
い
て
ま
ど
ろ
ま
ず
、
ま
い
て
日
な
ど
白
く
な
れ
ば
、
調
口
召
馴
洲
酬
口
過
り
則

馴
副
詞
困
側
詞
剃
、
冬
は
雪
を
ま
る
が
し
て
、
そ
が
光
に
当
て
て
眼
の
う
ぐ
る
ま
で
学
問
を
し
、

②
た
だ
あ
り
け
む
か
ぎ
り
を
こ
そ
」
と
の
た
ま
へ
ど
、
中
納
言
は
人
に
も
見
せ
で
、

①
親
な
ど
立
ち
添
ひ
も
て
あ
が
め
て
、

②
七
歳
に
て
入
学
し
て
、
今
年
は
三
十
一

こ
れ
ら
は
平
安
時
代
に
流
行
し
た
『
蒙
求
』
に
よ
る
「
車
胤
聚
蛍
」
と
「
孫
康
映
雪
」
の
著
名
な
故
事
を
念
頭
に
置
く
表
現
に
な
っ

『
源
氏
物
語
」
に
は
「
窓
」
は
七
例
。
こ
れ
に
も
同
様
に
漢
故
事
を
踏
ま
え
た
措
辞
が
見
ら
れ
る
。
（
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全

頭
注
芸
養
ハ
レ
テ
深
閨
二
在
り
人
未
ダ
識
ラ
ズ
」
（
長
恨
歌
）
。
「
籠
れ
る
」
は
前
後
の
語
を
掛
詞
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

あ
め
り
。

な
る
朝
は
、
叩

年
重
な
り
ぬ
。
眼
も
交
は
さ
ず
ま
ぼ
る
、

生
ひ
先
籠
れ
る
窓
の
内
な
る
ほ
ど
は

年
、
そ
れ
よ
り
い
く
眼
の
抜
け
、
臓
の
尽
き
む
を
期
に
定
め
て
、

ｌ

光
を
閉
ぢ
つ
る
夕
べ
は
、
叢
の
蛍
を
集
め
、
冬
は
雪
を
集
へ
て
、

た
だ
片
か
ど
を
聞
き
つ
た
へ
て
心
を
動
か
す
こ
と
も

わ
り
な
き
窓
を
あ
け
て
描
か
せ
た

（
「
祭
の
使
」
四
九
五
頁
）

（
「
祭
の
使
」
四
八
七
頁
）

』
、
淵
割
詞
叫
詞
個
鞘
矧
側
馴
刷

》
、
部
屋
に
集
へ
た
る
こ
と
、

（
「
帯
木
」
五
七
頁
）

ま
ひ
け
る
を
、
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｢枕草子」に見える「和」と「漢」

⑤
お
の
づ
か
ら
、
と
も
か
く
も
も
の
の
隙
を
う
か
が
ひ
つ
く
る
や
う
も
あ
れ
、
な
ど
思
ひ
や
る
方
な
く
、
閑
封
詞
判
別
Ｎ
同
、
何
ば
か

り
の
こ
と
に
つ
け
て
か
、
か
く
深
き
心
あ
り
け
り
と
だ
に
知
ら
せ
た
て
ま
つ
る
べ
き
と
胸
い
た
う
い
ぶ
せ
け
れ
ば
、
小
侍
従
が
り

④
な
ほ
な
ほ
し
き
際
を
だ
に
、
剰
制
剰
剛
劇
到
削
側
ｑ
凶
、
ほ
ど
に
従
ひ
て
、
ゆ
か
し
ぐ
思
ふ
く
か
め
る
わ
ざ
な
れ
ば
、
こ
の
家
の
お
ぼ

え
、
内
々
の
く
だ
く
だ
し
き
ほ
ど
よ
り
は
、
い
と
世
に
過
ぎ
て
、
こ
と
ご
と
し
く
な
む
言
ひ
思
ひ
な
す
べ
か
め
る
。

頭
注
又
前
略
）
長
恨
歌
に
よ
る
。

③
か
か
る
高
き
家
に
生
ま
れ
た
ま
ひ
て
、
世
界
の
栄
華
に
の
み
戯
れ
た
ま
ふ
べ
き
御
身
を
も
ち
て
、
調
刎
釧
飼
劉
魍
胡
、
枝
の
雪
を
馴

ら
し
た
ま
ふ
志
の
す
ぐ
れ
た
る
よ
し
を
、

頭
注
皿
い
わ
ゆ
る
蛍
雪
の
功
を
積
む
こ
と
。
「
窓
の
蛍
」
は
『
晋
書
」
や
『
蒙
求
』
に
み
え
る
車
胤
の
故
事
。
「
枝
の
雪
」
は
、
『
孫

氏
世
録
」
に
み
え
る
孫
康
の
故
事
。

頭
注
芸
深
き
窓
の
内
」
↓
帯
木
五
七
ペ
ー
ジ
注
一
九
。
付
録
五
七
○
ペ
ー
ジ
。

［
五
七
○
頁
旨
「
深
き
窓
の
内
に
」
は
、
１
付
録
四
二
三
ペ
ー
ジ
、
長
恨
歌
第
四
句
。
需
木
１
五
七
ペ
ー
ジ
注
一
九
。
こ
こ
の
物

例
の
文
や
り
た
ま
ふ
。

院
に
も
か
か
る
こ
と
聞
か
せ
た
ま
ひ
て
、
梅
壺
に
御
絵
ど
も
奉
ら
せ
た
ま
へ
り
。

頭
注
卵
無
理
に
部
屋
を
用
意
し
て
秘
密
裡
に
製
作
。
源
氏
と
は
対
照
的
。
「
深
窓
、
秘
蔵
心
也
」

（
河
海
抄
）
。

（
「
少
女
」
二
六
～
二
七
頁
）

（
「
絵
合
」

（
「
常
夏
」
一
三
七
頁
）

三
八
三
頁
）

枝
の
雪
を
馴
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「
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
①
②
④
⑤
⑥
は
『
白
氏
文
集
』
「
長
恨
歌
」
の
句
を
踏
ま
え
た
「
窓
」
で
あ
る
。
③
は
『
蒙
求
』
の
「
車
胤

聚
蛍
」
、
「
孫
康
映
雪
」
の
故
事
に
よ
る
。
⑦
は
『
白
氏
文
集
』
「
上
陽
白
髪
人
」
に
よ
る
「
窓
打
つ
雨
」
で
あ
ろ
う
。

参
考
ま
で
に
、
『
枕
草
子
」
以
後
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
は
「
窓
」
が
見
え
な
い
が
、

『
狭
衣
物
語
』
の
う
ち
に
「
窓
」
は
二
例
あ
る
。
（
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
拠
る
。
）

⑦
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
う
降
り
来
る
雨
に
添
ひ
て
、
さ
と
吹
く
風
に
灯
籠
も
吹
き
ま
ど
は
し
て
、
空
暗
き
心
地
す
る
に
、
「
窓
を
う
っ

声
」
な
ど
、
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
古
言
を
う
ち
詞
じ
た
ま
へ
る
も
、
を
り
か
ら
に
や
、
妹
が
垣
根
に
お
ど
な
は
せ
ま
ほ
し
き
御
声
な

⑥
高
き
ま
じ
ら
ひ
に
つ
け
て
も
心
乱
れ
、
人
に
争
ふ
思
ひ
の
絶
え
ぬ
も
や
す
げ
な
き
を
＄

頭
注
芸
秋
ノ
夜
長
シ
夜
長
ク
シ
テ
眠
ル
コ
ト
無
ケ
レ
バ
天
モ
明
ケ
ズ
歌
々
こ
う
こ
う
ダ
ル
残
ン
ノ
灯
ノ
壁
二
背
ケ
タ
ル
影
、

粛
々
ダ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
シ
声
」
（
白
氏
文
集
・
巻
三
・
上
陽
白
髪
人
、
和
漢
朗
詠
集
・
秋
夜
）

う
な
る
心
や
す
き
こ
と
は
な
し
。

頭
注
昌
源
の
子
の
や
う
に
し
て
紫
を
と
り
た
て
給
へ
ば
也
」
（
眠
江
入
楚
）
付
録
五
七
三
頁
。
《
親
の
窓
の
内
な
が
ら
過
ぐ
し
た

ま
へ
る
や
う
な
る
心
や
す
き
こ
と
は
な
し
》
「
長
恨
歌
」
に
よ
る
。

（
「
若
菜
」
下
．
二
○
六
～
二
○
七
頁
）

語
本
文
は
通
行
本
の
「
深
閨
」
で
は
な
く
「
深
窓
」
と
あ
る
『
白
氏
文
集
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
が
、
諸
伝
本
の
う
ち
古

本
に
属
す
る
金
沢
文
庫
系
統
本
も
同
じ
く
「
深
窓
」
で
あ
る
。

（
「
若
菜
」
上
・
一
四
七
～
一
四
八
頁
）

り
く

親
の
窓
の
内
な
が
ら
過
ぐ
し
た
ま
へ
る
や

（
「
幻
」
五
三
九
頁
）
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『枕草子』に見える「和」と「漢」

こ
れ
ら
の
①
と
②
の
「
窓
」
の
用
例
も
、
漢
故
事
と
密
接
に
関
わ
る
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
ま
と
め
る
と
、
仮
名
文
学
に
け
る
「
窓
」
の
用
例
の
、
多
く
は
「
蒙
求
」
の
故
事
「
車
胤
聚
蛍
」
「
孫
康
映
雪
」
や
『
白
氏
文

集
』
の
「
長
恨
歌
」
や
「
上
陽
白
髪
人
」
の
秀
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
観
察
し
た
上
で
、
『
枕
草
子
』
に
お
い
て
一
箇
所
に
使
わ
れ
る
本
殿
の
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」
に
お
け
る
「
窓
」

は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
確
認
の
た
め
、
先
行
の
諸
注
を
参
考
し
て
み
よ
う
。

増
田
繁
夫
氏
は
「
こ
こ
は
、
排
煙
や
採
光
の
た
め
に
、
屋
根
の
部
分
に
あ
け
ら
れ
た
も
の
。
当
時
の
建
物
に
は
現
代
で
い
う
窓
は
ま

だ
な
い
。
（
増
田
繁
夫
『
枕
草
子
』
和
泉
書
院
二
○
○
一
・
一
八
○
頁
）
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
石
田
穣
二
氏
は
「
漢
詩
か
ら
来
た
言

い
方
。
」
（
石
田
穣
二
『
新
版
枕
草
子
」
下
巻
角
川
書
店
一
九
九
九
・
九
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

②
上
達
部
、
殿
上
人
参
り
つ
つ
、
朝
夕
に
居
替
る
講
師
ど
も
の
、
選
り
す
ぐ
ら
せ
た
ま
へ
る
、
各
々
年
ご
ろ
心
を
尽
く
し
け
る
、
窓

の
内
の
学
問
の
本
見
ゆ
べ
き
度
な
れ
ば
、
心
尽
し
た
る
し
る
し
あ
り
て
、
尊
く
め
で
た
き
に
も
、
お
も
し
ろ
き
所
多
か
り
。

頭
注
当
窓
の
内
」
は
深
窓
の
意
。
自
家
で
大
切
に
培
わ
れ
伝
え
ら
れ
た
学
問
の
意
か
。
大
系
は
、
「
窓
前
看
古
書
、
燈
下
尋
書
義
」

（
古
文
真
宝
前
集
。
勧
学
文
王
安
石
）
を
引
く
。

①
野
分
だ
ち
て
、
風
い
と
荒
ら
か
に
、
窓
打
つ
雨
も
も
の
恐
ろ
し
う
聞
こ
ゆ
る
宵
の
紛
れ
に
、
例
の
忍
び
て
お
は
し
た
り
。
い
つ
も

な
よ
な
よ
と
や
つ
れ
な
し
た
ま
へ
る
に
、
い
と
ど
雨
に
さ
へ
い
た
う
そ
ぽ
ち
て
、
隠
れ
な
き
御
匂
ひ
ば
か
り
は
、
と
こ
ろ
せ
き
ま

で
く
ゆ
り
満
ち
た
る
を
、
隣
々
に
は
、
あ
や
し
が
る
も
を
か
し
か
り
け
り
。

頭
注
芸
請
請
ダ
ル
暗
キ
雨
ノ
窓
ヲ
打
シ
声
」
（
白
氏
文
集
・
三
・
上
陽
白
髪
人
、
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
夜
）
に
よ
る
。

（
「
巻
三
」
一
七
一
～
一
七
二
頁
）

必
夜
）
に
よ
る
。

（
「
巻
こ
一
二
一
頁
）
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（
「
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粋
』
日
本
古
典
文
学
大
系
一
九
八
八
・
二
六
～
二
七
頁
）

（
７
）

傍
線
を
付
し
た
「
窓
難
」
と
い
う
表
現
は
『
幽
明
録
」
が
指
摘
さ
れ
る
。
晋
の
衰
州
刺
史
、
浦
国
宋
処
宗
は
、
嘗
て
一
つ
良
く
啼
く

鶏
を
買
っ
た
。
大
事
に
養
っ
て
恒
籠
の
中
に
入
れ
て
窓
に
付
け
て
い
た
と
い
う
。

次
に
、
平
安
初
期
の
勅
撰
三
集
、
『
凌
雲
集
」
、
「
文
華
秀
麗
集
』
、
『
経
国
集
』
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
た
、
鈴
木
日
出
男
氏
も
「
和
文
中
に
は
例
の
少
な
い
用
語
で
、
漢
詩
文
の
影
響
が
う
か
が
え
る
」
（
鈴
木
日
出
男
『
枕
草
子
』
下

ほ
る
ぷ
出
版
一
九
八
七
・
二
○
一
頁
）
と
漢
籍
か
ら
導
か
れ
た
視
点
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

で
は
、
詩
の
世
界
に
お
い
て
「
窓
」
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
奈

の
序
の
中
で

五
言
。

（
前
略
）

こ
こ
で
は
日
本
の
詩
文
集
を
中
心
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
期
ま
で
の
代
表
的
な
作
品
集
を
確
認
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
奈
良
時
代
の
「
懐
風
藻
』
に
は
「
窓
」
が
一
箇
所
あ
る
。
作
者
山
田
史
三
方
の
詩
、
「
五
言
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」

序
の
中
で
「
窓
」
を
用
い
た
例
で
あ
る
。

五
言
。
秋
日
長
王
が
宅
に
し
て
新
羅
の
客
を
宴
す
。
一
首
。
井
せ
て
序
。

清
談
振
発
。
忘
貴
賎
於
窓
難
。
潤
調
掴
謂
ｕ
可
、
買
燭
劃
剰
調
ロ
詞
馴
。

歌
台
落
塵
。
郭
曲
與
巴
音
雑
響
。
歌
台
塵
を
落
し
て
、
郭
曲
と
巴
音
と
響
を
雑
へ
。

（
後
略
）

四
「
詩
」
の
世
界
に
お
け
る
「
窓
」
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｢枕草子』に見える「和」と「漢」

『
凌
雲
集
」
に
は
「
窓
」
が
一
例
。
坂
上
今
継
の
「
詠
史
」
の
句
の
「
遥
望
南
岳
径
高
嚥
北
窓
隈
」
で
あ
る
。
こ
の
「
窓
」
は
、

「
詠
史
」
の
内
容
に
見
え
る
よ
う
に
陶
淵
明
の
「
帰
園
田
居
」
（
園
田
の
居
に
帰
る
）
「
種
豆
南
山
下
草
盛
豆
苗
稀
」
（
豆
を
種
う
南

山
の
下
草
盛
ん
に
し
て
豆
苗
稀
な
り
）
か
ら
の
発
想
と
考
え
ら
れ
る
。

『
文
華
秀
麗
集
』
の
中
で
「
窓
」
は
十
一
例
。
そ
の
う
ち
「
窓
」
を
よ
く
使
っ
た
詩
人
巨
勢
識
人
の
作
品
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

①
和
伴
姫
秋
夜
閨
情
。
伴
姫
が
「
秋
夜
の
閨
情
」
に
和
す

－
首
。
巨
識
人
一
首
。
巨
勢
識
人

②
春
日
侍
神
泉
苑
。
賦
得
春
月

応
製
。
一
首
。
巨
識
人

春
天
霧
静
無
繊
鬚
。

皎
潔
孤
明
桂
月
来
。

窓
外
曲
鉤
疑
巻
箔
。

空
中
懸
鏡
不
関
台
。

真
珠
暗
箔
秋
風
閉
。

楊
柳
疎
窓
夜
月
寒
。

不
計
別
怨
経
歳
序
。

唯
知
暁
鏡
玉
顔
残
。

一
首
。
盲

（
前
略
）

空
中
の
懸
鏡
台
に
関
れ
ず
。

窓
外
の
曲
釣
泊
を
〉
＄
か
む
か
と
疑
ひ

真
珠
の
暗
箔
秋
風
閉
ぢ
、

楊
柳
刎
割
削
詞
倒
刷
霜
ｕ
・

計
ら
ざ
り
き
別
怨
歳
序
を
経
む
と
は
、

唯
知
る
は
暁
鏡
玉
顔
の
残
は
る
る
の
み
。

（
『
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粋
』
日
本
古
典
文
学
大
系
二
四
七
頁
）

春
日
神
泉
苑
に
侍
り
。
賦
し
て
「
春
月
」
を
得
た
り
。

応
製
。
一
首
。
巨
勢
識
人

春
天
霧
静
繊
騎
も
無
く
、

皎
潔
孤
明
桂
月
来
た
る
。

、
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夜
で
、
窓
外
の
月
の
《

描
写
と
考
え
ら
れ
る
。

『
経
国
集
」
で
は
「
窓
」
が
八
例
、
「
胴
」
は
三
例
。
「
窓
」
と
「
月
」
の
文
字
を
用
い
た
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
太
上
天
皇
在
称

「
五
言
和
藤
朝
臣
春
日
過
前
尚
書
秋
公
帰
病
之
作
一
首
」
（
「
藤
朝
臣
が
『
春
日
に
前
尚
害
秋
公
の
帰
病
を
過
ふ
作
匡
に
和
す
－
首
）

に
は
「
夜
来
琴
酒
意
松
月
暁
窓
虚
」
（
夜
来
琴
酒
の
意
あ
り
松
月
暁
窓
虚
し
）
と
あ
る
。
後
句
「
松
月
暁
窓
虚
」
は
、
孟
浩
然
の

（
８
）

「
歳
暮
帰
南
山
」
の
終
句
「
永
懐
愁
不
森
松
月
夜
窓
虚
」
と
一
致
す
る
こ
と
は
先
行
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
」
の
「
窓
」
は
二
十
三
例
。
「
窓
下
」
は
五
例
、
「
窓
頭
」
は
四
例
、
「
窓
中
」
は
二
例
で
あ
る
。
「
窓
」
と

「
月
」
の
文
字
を
用
い
た
句
は
四
例
。
そ
の
う
ち
「
暁
月
」
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

暁
月

暁
の
月

客
舍
陰
蒙
四
面
山
客
舍
陰
り
蒙
る
四
面
の
山

二
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文
粋
』
日
本
古
典
文
学
大
系
一
九
八
八
・
二
九
九
頁
）

①
題
名
の
如
く
、
巨
勢
識
人
が
姫
大
伴
氏
と
い
う
女
性
詩
人
の
「
晩
秋
述
懐
」
に
応
え
て
作
っ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
詩
句
は
秋
の

で
、
窓
外
の
月
の
寒
さ
の
感
じ
を
表
し
て
い
る
。
②
は
巨
勢
識
人
が
「
春
月
」
題
に
し
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
窓
の
外
の
三
日
月
の

遠
鶏
一
報
廻
頭
望
遠
鶏
一
た
び
報
じ
て
頭
を
廻
し
て
望
め
ば

描
著
寒
雲
半
鉄
環
寒
雲
に
播
著
す
半
訣
く
る
環（
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
一
九
八
八
・
三
五
二
頁
）

右
の
詩
の
第
二
句
の
「
窓
中
待
月
甚
幽
閑
」
の
典
拠
と
さ
れ
る
表
現
は
、
先
行
の
研
究
に
拠
る
と
、
白
居
易
の
「
老
来
生
計
詩
」
「
林

窓
中
待
月
甚
幽
閑

（
後
略
）

窓
の
中
に
し
て
月
を
待
つ
甚
だ
幽
閑
な
り
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下
の
幽
閑
気
味
深
し
」
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
の
漢
詩
集
は
ど
う
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
『
扶
桑
集
』
、
江
相
公
の
「
重
以
吟
贈
」
の
「
窓
蛍
役
了
辞
応
退
」
の
「
窓
蛍
」
は
、
『
蒙

求
』
の
車
胤
の
故
事
を
念
頭
に
置
く
も
の
。
『
本
朝
無
題
詩
』
釈
蓮
禅
「
賦
雪
」
の
「
孫
氏
寒
窓
如
燭
映
」
の
詩
句
も
、
『
蒙
求
』
の

「
孫
康
映
雪
」
の
故
事
に
よ
る
。
「
江
吏
部
集
」
に
も
「
窓
」
が
見
え
る
。
そ
れ
は
「
巻
中
」
「
釈
教
部
」
「
奉
和
前
源
遠
州
刺
史
水
心

寺
詩
」
の
、
第
三
句
「
詩
酒
故
窓
花
自
散
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
故
事
と
は
無
縁
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

「
枕
草
子
」
よ
り
や
や
後
に
編
集
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
秀
句
に
も
、
い
く
つ
か
の
「
窓
」
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
夜
」

「
窓
」
「
月
」
の
文
字
が
含
ま
れ
る
秀
句
を
確
認
し
て
お
く
。
（
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
拠
る
。
）

①
風
生
竹
夜
窓
問
臥
月
照
松
時
台
上
行
白

②
空
夜
窓
閑
蛍
度
後
深
更
軒
白
月
明
初

④
幽
思
不
窮
深
巷
無
人
之
虚
愁
腸
欲
断
閑
窓
有
月
之
時
白

幽
思
窮
ま
ら
ず
深
巷
に
人
無
き
処
愁
腸
断
え
な
む
と
す
閑
窓
に
月
の
有
る
時
上
に
同
じ
。

③
触
石
春
雲
生
枕
上
街
嶺
暁
月
出
窓
中

石
に
触
る
る
春
の
雲
は
枕
の
上
に
生
ず

夜
に
窓
閑
か
声
》
．
受
て
後

の
竹
に
生
る
夜
窓
の
間
に
臥
せ
り

初
白

深
更
軒
白
し
月
の
明
ら
か
な
る
初
白
。

月
の
松
を
照
ら
ら
す
時
台
の
上
に
行
く
白
。

『
Ｉ
衝
め
る
暁
の
月
心
中
よ
り
出

直
幹

直
幹
。

（
「
巻
下
」
五
六
二
「
山
家
」
二
九
六
頁
）

（
「
巻
上
」
一
五
二
「
夏
夜
」
九
三
頁
）

（
「
巻
上
」
一
五
一
「
夏
夜
」
九
二
頁
）
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で
は
、
平
安
の
漢
詩
人
の
表
現
の
基
層
を
な
し
た
典
籍
と
さ
れ
る
「
白
氏
文
集
』
『
文
選
」
に
お
け
る
「
窓
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。

『
白
氏
文
集
」
に
は
、
前
掲
の
「
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
録
さ
れ
た
佳
句
以
外
、
「
窓
」
は
百
三
十
一
例
、
そ
れ
ぞ
れ
主
な
ｉ
「
東
窓
」
「
南

窓
」
「
西
窓
」
「
北
窓
」
「
隔
窓
」
「
傍
窓
」
「
臨
窓
」
「
点
窓
」
「
佛
窓
」
「
打
窓
」
「
送
窓
」
「
透
窓
」
「
涼
窓
」
「
紅
窓
」
「
緑
窓
」
「
竹
窓
」

「
松
窓
」
「
小
窓
」
「
夜
窓
」
「
紗
窓
」
「
軒
窓
」
「
経
窓
」
「
滅
窓
」
「
春
窓
」
「
闇
窓
」
「
陰
窓
」
「
水
窓
」
「
満
窓
」
と
い
う
よ
う
な
表
現

が
使
わ
れ
て
い
る
。

風
景
で
あ
る
。
⑤
は

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
文
選
」
に
は
「
窓
」
が
十
例
。
た
と
え
ば
、
第
二
十
三
巻
「
哀
傷
」
、
播
安
仁
の
「
悼
亡
詩
」
中
の
第
二
首
で
あ
る
。
全
詩
は
長
く
、

二
八
句
が
あ
り
、
最
初
の
第
一
、
二
句
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
「
皎
皎
窓
中
月
照
我
室
南
端
」
（
皎
皎
た
る
窓
中
の
月
我
が
室
の
南

（
「
巻
下
」
七
七
○
「
慶
賀
」
四
○
一
頁
）

こ
れ
ら
の
う
ち
①
②
は
「
白
氏
文
集
」
に
拠
る
秀
句
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
夏
夜
」
の
風
景
で
あ
る
。
又
④
も
白
楽
天
の
秀
句
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
「
閑
窓
」
に
月
の
有
る
時
に
、
眺
め
る
人
は
思
慕
を
生
じ
来
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
③
は
春
の
暁
月
が
山
の
上
に
出
る

風
景
で
あ
る
。
⑤
は
「
窓
外
」
の
風
景
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
は
「
雲
」
の
よ
う
な
「
窓
外
」
の
月
光
と
花
影
の
重
な
る
風
情
を
表
し
て

⑥
花
月
一
窓
交
昔
睨
雲
泥
万
里
眼
今
窮

⑤
晦
跡
未
弛
苔
径
月
避
喧
猶
臥
竹
窓
風
佐
幹

跡
を
晦
ま
し
て
は
未
だ
苔
径
の
月
を
伽
た
ず

月
一
窓
交
り
昔
睨
じ
か
り
き

眼
今
窮
正
通

雲
泥
万
里
眼
今
窮
ま
ん
ぬ
正
通
。

喧
を
避
け
て
は
猶
ほ
竹
窓
の
風
に
臥
せ
り（

「
巻
下
」
六
一
二
「
閑
居
」
三
二
四
頁
）

（
「
巻
下
」
六
一
五
「
閑
居
」
三
一
三
頁
）

佐
幹
。
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端
を
照
ら
す
）
。
こ
の
作
鼎

の
典
型
的
な
用
例
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
歌
語
と
し
て
「
窓
」
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
漢
語
的
に
仮
名
文
学
に
使
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
枕
草
子
」
本
殿
の
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」
の
風
景
か
ら
は
、
ま
ず
、
漢
詩
・
漢
文
的
世
界
が

想
起
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
想
定
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

で
は
、
窓
か
ら
射
し
込
む
月
光
に
対
す
る
詩
作
を
確
認
し
て
み
た
い
。

詩
の
世
界
に
見
ら
れ
る
最
も
早
い
明
月
の
例
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
の
中
の
「
其
十
九
」
の
作
者
不
明
の
「
明
月
何
皎
皎
」
（
明
月
何

ぞ
皎
皎
た
る
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
秀
句
に
倣
う
作
は
多
い
。
例
え
ば
、
「
文
選
』
巻
三
十
、
陸
士
衡
の
「
擬
古
詩
十
二
首
」
の
う
ち
「
擬

明
月
何
皎
皎
」
（
「
明
月
何
ぞ
皎
皎
た
る
」
に
擬
す
）
の
例
が
あ
る
。

擬
明
月
何
皎
皎
（
「
明
月
何
ぞ
皎
皎
た
る
」
に
擬
す
）

こ
れ
ら
古
代
か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
の
代
表
和
文
学
、
漢
詩
文
に
お
け
る
「
窓
」
の
用
例
を
挙
げ
て
見
た
結
果
、
「
窓
」
は
漢
籍
と

の
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

安
寝
北
堂
上

明
月
入
我
梶

（
後
略
）

五
「
窓
」
か
ら
射
し
込
む
「
月
光
」

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
既
に
掲
げ
た
本
間
洋
一
氏
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
詩
の
世
界
で
「
窓
」
と
「
月
」

安
ら
か
Ｉ
北
星
の
上
こ
寝
ぬ
れ
ば

月
月
我
が
臆
に
入
れ
り
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詩
の
世
界
で
最
も
多
く
明
月
を
詠
ん
だ
詩
人
は
李
白
で
あ
ろ
う
。
興
膳
宏
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
月
の
出
て
く
る
詩
は
三
百
首
を
こ

え
る
。
四
百
箇
所
あ
ま
り
で
月
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
「
月
明
の
中
の
李
白
」
『
中
国
文
学
報
」
第
四
十
四
冊
）
こ
こ
で
は
、
李

白
に
書
か
れ
た
明
月
が
寝
室
に
射
し
込
む
詩
を
掲
げ
た
い
。
そ
れ
は
『
楽
府
詩
集
」
に
収
録
さ
れ
た
「
静
夜
思
」
で
あ
る
。

李
白
靜
夜
思
静
夜
の
思

淋
前
看
月
光
。
洲
罰
制
日
剥
劉
劉
筍
副
、

た
風
景
で
あ
る
。

（
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
五
明
治
書
院
二
○
○
四
・
二
九
頁
）

注
目
し
た
い
の
は
、
白
氏
の
「
素
屏
謡
」
の
中
に
書
か
れ
た
月
は
実
物
で
は
な
い
。
作
者
が
創
造
し
た
明
月
が
「
我
が
室
」
に
入
っ

（
花
房
英
樹
『
文
選
』
（
詩
騒
編
）
四
集
英
社
一
九
八
一
・
四
五
三
頁
）

作
者
は
故
郷
を
離
れ
て
、
深
夜
の
寝
室
に
入
っ
て
月
光
に
感
動
さ
れ
た
心
情
を
表
す
作
品
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
風
流
は
、
『
白
氏
文
集
」
「
巻
二
十
一
こ
「
銘
・
賛
・
筬
・
謡
・
偶
」
「
素
屏
謡
」
に
も
見
え
る
。

疑
是
地
上
霜
。

吾
於
香
鑪
峯
下
置
草
堂
、

二
屏
椅
在
東
西
縞
。

夜
如
明
月
入
我
室
、

暁
如
白
雲
園
我
淋
。

（
後
略
）

（
前
略
）

私
ふ
ら
く
は
、
是
れ
地
上
の
霜

吾
香
鑪
峯
の
下
に
於
い
て
草
堂
を
置
き
、

二
屏
筒
せ
て
東
西
の
惜
に
在
り
。

閥
剛
珊
創
洲
調
淵
劉
謝
Ｈ
剣
勺
訓
川
ｑ
、

○

○
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畢
頭
望
山
月
。

頭
を
挙
げ
て
山
月
を
望
み
、

低
頭
思
故
郷
。
頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
ふ
。
（
久
保
天
随
『
李
白
全
詩
集
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
一
九
九
○
・
五
七
六
頁
）

開
元
十
五
年
（
七
二
七
年
）
、
二
十
七
歳
の
李
白
は
安
陸
（
湖
北
省
）
を
訪
れ
、
西
北
部
に
あ
る
寿
山
に
隠
れ
住
ん
だ
。
こ
の
詩
は

（
９
）

そ
の
年
の
秋
、
或
る
夜
ふ
け
に
月
を
見
な
が
ら
故
郷
の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

題
名
「
静
夜
思
」
の
よ
う
に
、
深
夜
、
窓
か
ら
射
し
込
む
月
光
は
、
白
く
霜
の
よ
う
に
寝
台
の
直
前
に
現
れ
て
い
る
。
詩
人
は
頭
を

挙
げ
て
山
月
を
望
み
、
頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
う
と
い
う
名
作
で
あ
る
。
『
唐
詩
選
」
に
採
ら
れ
て
、
日
本
人
に
は
、
あ
ま
り
に
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
詩
で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
お
け
る
李
白
の
詩
作
の
享
受
は
必
ず
し
も
盛
ん
と
は
言
い
難
く
、
当
時
に
あ
っ
て
、

周
知
の
詩
で
あ
っ
た
と
い
う
保
証
は
な
い
。
し
か
し
、
藤
原
佐
世
（
八
四
七
～
八
九
七
）
撰
、
八
九
○
年
ご
ろ
成
立
の
『
日
本
国
見
在

（
、
）

書
目
録
」
に
は
「
李
白
歌
行
～
三
」
が
見
え
、
「
千
載
佳
句
」
に
も
次
に
示
す
よ
う
に
李
白
の
二
首
の
佳
句
が
見
ら
れ
る
。

①
玉
階
一
夜
留
明
月
金
殿
三
春
満
落
花（Ⅲ）

②
三
山
半
落
青
天
外
二
水
中
分
白
鷺
洲

そ
の
例
を
も
っ
て
考
え
れ
ば
、
平
安
時
代
に
李
白
の
作
品
を
読
ま
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
窓
か
ら
射
し
こ
む
月
光
に
対
す
る
漢
詩
を
あ
げ
て
き
た
。
「
枕
草
子
』
本
段
に
お
い
て
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」

の
「
窓
」
は
漢
文
学
の
世
界
を
想
起
し
つ
つ
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
深
夜
の
寝
室
に
白
い
月
光
の
風
情
に
対
し
て
「
人
歌

よ
む
か
し
」
と
「
歌
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
、
お
そ
ら
く
相
応
し
い
漢
詩
を
思
い
出
し
、
男
性
な
ら
ば
思
い
き
り
漢

詩
の
秀
句
を
口
ず
さ
む
か
朗
詠
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
女
性
で
あ
る
清
女
は
、
や
は
り
「
歌
」
を
詠
み
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
枕
草
子
』
に
は
月
に
対
す
る
漢
詩
を
朗
詠
し
た
場
面
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
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詩
を
、
声
よ
く
て
調
し
た
る
も
を
か
し
。

（
一
八
五
「
大
路
近
な
る
所
に
て
聞
け
ば
」
三
二
三
頁
）

⑤
十
二
月
二
十
四
日
、
宮
の
御
仏
名
の
半
夜
の
導
師
聞
き
て
出
づ
る
人
は
、
夜
中
ば
か
り
も
過
ぎ
に
け
む
か
し
。
（
中
略
）
剛
刎
謂

④
大
路
近
な
る
所
に
て
聞
け
ば
、
車
に
乗
り
た
る
人
の
、
有
明
の
を
か
し
き
に
簾
あ
げ
て
「

③
五
月
ば
か
り
、
月
も
な
う
い
と
暗
き
に
、
（
中
略
）
ま
め
ご
と
な
ど
も
言
ひ
合
は
せ
て
ゐ
た
ま
へ
る
に
、
「
剃
馴
創
馴
引
例
到
側
馴
棚
制
』

（
七
四
「
職

②
果
て
て
、
酒
飲
み
、
謝
謝
村
劃
倒
割
引
劉
口
、
頭
中
将
斉
信
の
君
の
、
「

た
ま
へ
り
し
、
は
た
い
み
じ
う
め
で
た
し
。

①
「
左
衛
門
の
陣
に
ま
か
り
見
む
」
と
て
行
け
ば
、
我
も
我
も
と
問
ひ
つ
ぎ
て
行
く
に
、
殿
上
人
あ

た
声
し
て
、
司
倒
判
洲
ｕ
斗
詞
糾
口
と
詞
し
て
ま
ゐ
る
音
す
れ
ば
、
逃
げ
入
り
、
物
な
ど
言
ふ
。
「

の
は
し
た
な
さ
に
、
う
し
ろ
ざ
ま
に
す
べ
り
入
る
を
、
常
に
引
き
寄
せ
、
あ
ら
は
に
な
さ
れ
て
わ
ぶ
る
も
を
か
し
。
「
回
渕
判
ｑ
ｕ

矧
刑
鯛
洲
馴
川
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
か
へ
す
が
へ
す
調
し
て
お
は
す
る
は
、
い
み
じ
う
を
か
し
う
て
、
夜
一
夜
も
あ
り
か
ま
ほ
し
き

に
、
行
く
所
の
近
う
な
る
も
、
く
ち
を
し
。

ｌ
垂
討
夫
死
一
、

た
声
し
て
、
「
な
に
が

制
制
割
細
渕
洲
剴
到
刺
馴
。

と
諭
し
て
、
ま
た
あ
つ
ま
り
来
た
れ
ぱ
、
「
殿
上
に
て
言
ひ
期
し
つ
る
本
意
も
な
く
て
は
、
な
ど
帰
り
た
あ
ひ
ぬ
る
ぞ
と
あ
や
し

う
こ
そ
あ
り
つ
れ
」
と
の
た
ま
へ
ぱ
、
「
ざ
る
事
に
は
、
何
の
い
ら
へ
を
か
せ
む
。
（
後
略
）

（
一
三
一
「
五
月
ば
か
り
、
月
も
な
う
い
と
暗
き
に
」
二
四
七
～
二
四
八
頁
）

（
一
二
九
「
故
殿
の
御
た
め
に
、
月
ご
と
の
十
日
」
二
四
二
頁
）

「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」

月
秋
と
期
し
て
身
い
づ
く
か

殿
上
人
あ
ま

遊
子
な
ほ
残
り
の
月
に
行
く

月
を
見
た
ま
ひ
け
り
一
な
ど
め

２
一
三
一
～
一
三
二
頁
）

」
と
い
ふ
事
を
う
ち
出
だ
し

L一一

と
い
や

ぅ
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｢枕草子」に見える「和」と「漢」

（
二
八
三
「
十
二
月
二
十
四
二
日
、
宮
の
御
仏
名
の
」
四
三
七
～
四
三
八
頁
）

こ
れ
ら
の
①
～
⑤
は
主
な
月
を
主
題
と
し
て
朗
詠
し
た
場
面
で
あ
る
。
季
節
に
よ
っ
て
様
々
な
形
の
月
を
朗
詠
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

①
②
は
秋
の
月
、
③
は
五
月
の
月
、
④
は
有
明
の
月
、
⑤
は
冬
の
月
。
全
て
漢
詩
の
秀
句
を
朗
詠
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
朗
詠

さ
れ
た
秀
句
は
い
ず
れ
も
『
和
漢
朗
詠
集
」
に
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
は
「
巻
上
・
夏
」
源
英
明
「
納
涼
」
で
あ
り
、

②
は
「
巻
下
」
菅
三
品
「
懐
旧
」
で
あ
り
、
③
は
「
巻
下
」
藤
原
篤
茂
「
竹
」
で
あ
り
、
④
は
「
巻
下
」
實
窩
「
暁
」
で
あ
り
、
⑤
は

「
巻
上
・
秋
」
公
乗
億
「
十
五
夜
」
で
あ
る
。

男
性
は
漢
文
学
（
真
名
）
、
女
性
は
仮
名
文
学
（
か
な
）
と
い
う
平
安
貴
族
の
教
養
か
ら
み
る
と
、
女
性
で
あ
る
清
少
納
言
は
詩
的

世
界
を
想
い
な
が
ら
歌
を
詠
も
う
と
し
た
と
考
え
る
方
が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
巻
本
「
枕
草
子
」
に
し
か
見
え
な
い
「
九
月
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
」
章
段
に
つ
い
て
、
３
つ
の
問
題
点
を
考
え
た
。
一

つ
は
、
文
頭
「
九
月
二
十
日
」
の
年
時
に
つ
い
て
、
『
小
右
記
」
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
、
清
少
納
言
は
中
宮
定
子
か
ら
離
れ
て
、
自
分

の
里
に
い
る
時
期
に
、
左
大
臣
道
長
に
誘
わ
れ
て
長
谷
寺
に
参
詣
し
た
可
能
性
を
提
言
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」
の
「
窓
」
に
つ
い
て
、
歌
語
と
し
て
の
「
窓
」
は
、
『
万
葉
集
」
か
ら
平
安
朝
ま
で
定
着
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
仮
名
文
学
に
お
け
る
「
窓
」
を
考
察
し
て
み
る
と
、
多
く
の
場
合
は
漢
の
故
事
及
び
漢
詩
の
秀
句
が
使
わ

最
後
に
「
人
歌
よ
む
か
し
」
の
「
人
」
や
「
歌
」
は
必
ず
し
も
清
女
本
人
の
歌
を
指
す
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
で
、
清

お
わ
り
に
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女
は
深
夜
の
窓
か
ら
射
し
込
む
月
光
に
感
動
し
て
、
そ
の
時
に
歌
を
詠
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
女
の
本
音
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
窓
が
あ
る
か
ら
考
え
て
、
同
じ
よ
う
な
情
景
の
相
応
し
い
漢
詩
を
思
い
出
し
、
男
性
な
ら
ば
大
き
く
声
を
出
し
て
、
漢
詩
の
秀

句
を
朗
詠
す
る
べ
き
で
ろ
う
が
、
女
性
で
あ
る
清
女
は
や
は
り
「
歌
」
に
表
現
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

『
枕
草
子
」
本
殿
に
現
れ
た
「
人
歌
よ
む
か
し
」
や
「
月
の
窓
よ
り
洩
り
」
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
典
型
な

「
和
」
と
「
漢
」
を
融
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
作
者
清
少
納
言
の
深
く
漢
文
学
の
知
識
を
氷
山
の
一
角
に
露

（
皿
）

呈
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
枕
草
子
」
に
お
け
る
漢
文
学
の
背
景
を
理
解
す
れ
ば
、
新
た
な
読
み
の
可
能
性
が
広
が
る
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
１
）
三
巻
本
へ
松
尾
聰
・
永
井
和
子
「
枕
草
子
」
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
二
○
○
三
。
能
因
本
、
松
尾
聰
・
永
井

和
子
『
枕
草
子
』
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
一
九
七
九
）
。
前
田
本
、
田
中
重
太
郎
「
枕
冊
子
新
註
（
前
田
家
本
こ
（
古

典
文
庫
一
九
七
一
）
。
堺
本
、
速
水
博
司
『
堺
本
枕
草
子
評
釈
ｌ
本
文
・
校
異
・
評
釈
・
現
代
語
訳
・
語
彙
索
引
Ｉ
』
（
有

（
２
）
加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』
、
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
、
岡
西
惟
中
『
枕
草
子
妾
註
』
の
中
で
は
、
い
ず
れ
も
本

章
段
は
な
し
。
明
治
以
後
、
平
成
ま
で
の
代
表
的
な
三
巻
本
注
釈
書
を
見
て
み
る
と
、
池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
「
枕
草
子
』
（
日

本
古
典
文
学
大
系
）
、
渡
辺
実
「
枕
草
子
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
枕
草
子
」
（
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
）
、
萩
谷
朴
「
枕
草
子
』
上
・
下
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
、
石
田
穰
二
『
枕
草
子
』
上
・
下
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
に
は
、

本
章
段
「
九
月
二
十
日
」
に
対
し
て
、
何
年
の
九
月
二
十
日
な
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
岸
上
慎
二
ヨ
枕
草
子
」
と
中
関
白
家
」
『
摂
関
時
代
史
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
一
九
六
五
・
三
五
○
頁
）
と
萩
谷
朴
「
枕

典
文
庫

朋
堂

一
九
九
○
）
。
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｢枕草子」に見える「和」と「漢」

（
９
）
宇
野
直
人
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
講
読
漢
詩
李
白
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
二
○
○
七
）
六
四
頁
。

而
）
矢
島
玄
亮
『
日
本
国
見
在
耆
目
録
ｌ
集
証
と
研
究
ｌ
」
（
汲
古
書
院
一
九
八
七
）
「
李
白
歌
行
集
三
「
巻
」
○
李
白
の
歌

行
詩
を
邦
人
の
収
録
し
た
も
の
か
。
」
二
一
五
頁
。

（
Ⅱ
）
後
藤
昭
雄
・
金
原
理
「
新
撰
万
葉
集
・
千
載
佳
句
」
（
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
刊
行
会
一
九
七
九
）
に
よ
る
。
①
は
五

へ

8

六、-〆

頁小
0宮

（
５
）
森
本
元
子
『
古
典
文
学
論
考
」
「
枕
草
子
和
歌
日
記
」
（
新
典
社
一
九
八
九
）
二
一
五
頁
。

（
６
）
桑
原
博
史
『
無
名
草
子
」
（
新
潮
社
一
九
七
六
）
一
○
九
～
二
○
頁
。

（
７
）
窓
鶏
芸
文
類
聚
（
烏
部
）
に
「
幽
明
録
日
、
晉
衰
（
え
ん
）
州
刺
史
浦
国
宋
処
宗
、
嘗
買
得
一
長
鳴
難
、
愛
養
甚
至
、
恒
籠

着
窓
間
、
難
遂
作
人
語
、
与
処
宗
談
論
、
極
有
玄
致
、
終
日
不
綴
、
処
宗
因
此
功
業
大
進
」
（
小
島
憲
之
『
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗

集
・
本
朝
文
粋
」
日
本
古
典
文
学
大
系
・
懐
風
藻
補
注
聖
四
五
九
頁
。

（
８
）
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
下
１
１
弘
仁
・
天
長
期
の
文
学
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（
塙
書
房
一
九
九
二
三
○
八

草
子
解
環
」
四
（
同
朋
舎
一
九
八
三
・
三
四
○
頁
）
を
参
照
。

（
４
）
「
増
補
史
料
大
成
小
右
記
』
一
別
巻
（
臨
川
書
店
一
九
九
八
）
一
三
六
～
一
三
七
頁
。
『
小
右
記
』
の
記
事
は
、
大
日
本
史

料
第
二
編
之
三
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
二
十
日
、
壬
午
、
左
大
臣
道
長
、
長
谷
寺
二
詣
ヅ
」
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
『
枕
草
子
大
事

典
』
「
枕
草
子
総
合
年
表
」
の
「
主
要
事
項
」
の
中
に
も
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
九
月
別
道
長
長
谷
寺
に
参
詣
。
「
一

上
布
衣
城
外
の
例
、
抑
訪
ぬ
る
に
前
古
聞
か
ざ
る
所
な
り
、
事
々
軽
忽
」
（
小
右
記
）
『
枕
草
子
大
事
典
』
（
勉
誠
出
版
二
○
○
一
）

一
○
九
五
～
一
○
九
六
頁
。
但
し
、
「
枕
草
子
記
事
」
に
は
空
白
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
は
、
『
訓
読
小
右
記
」
（
古
日
記
輪
読
会
）

に
拠
る
。
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六
頁
で
あ
り
、
②
は
五
八
頁
で
あ
る
。

（
皿
）
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
、
昭
和
か
ら
代
表
的
な
論
文
及
び
単
行
本
を
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
田
中
重

太
郎
氏
「
枕
冊
子
に
投
影
し
た
海
外
文
学
」
「
国
文
学
」
（
一
九
六
二
。
大
曾
根
章
介
氏
弓
枕
草
子
」
と
漢
文
学
」
『
国
文
学
』

（
一
九
六
七
）
。
塩
田
良
平
氏
「
諸
説
一
覧
枕
草
子
」
［
木
越
隆
「
出
典
・
源
泉
・
先
縦
」
］
（
明
治
書
院
一
九
七
○
）
。
川
口

久
雄
氏
「
唐
代
民
間
文
学
と
枕
草
子
の
形
成
」
（
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
」
下
巻
（
明
治
書
院
一
九
八
三
・
松
田
豊
子

氏
「
清
女
表
現
と
漢
籍
典
拠
ｌ
出
典
語
の
形
象
性
ｌ
」
「
清
少
納
言
の
獅
創
表
現
」
（
風
間
書
房
一
九
八
三
）
・
相
田
満
氏

弓
枕
草
子
」
漢
故
事
考
ｌ
『
蒙
求
」
故
事
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
ｌ
」
『
東
洋
文
化
」
（
無
窮
会
一
九
九
五
）
。
古
瀬
雅
義
氏

三
枕
草
子
」
「
悼
り
な
し
」
の
指
示
す
る
「
論
語
」
基
本
軸
」
『
論
考
平
安
王
朝
の
文
学
」
（
新
典
社
一
九
九
八
）
。
矢
作
武
氏

「
枕
草
子
と
漢
籍
」
「
枕
草
子
大
事
典
」
（
勉
誠
出
版
二
○
○
二
。
圷
美
奈
子
氏
「
枕
草
子
の
本
文
ｌ
典
拠
引
用
に
お
け
る

能
因
本
と
三
巻
本
の
表
現
差
ｌ
」
『
新
し
い
枕
草
子
論
」
（
新
典
社
二
○
○
四
）
。
李
暁
梅
氏
『
枕
草
子
と
漢
籍
』
（
渓
水
社

二
○
○
八
）
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